
日光自然博物館の安全管理について 
 

野外での活動は、自然を相手とする特性上、一定のリスクを伴います。 

当社では、どなたにも安心して自然体験をお楽しみいただけるよう、安全確保を最優先に各種対策を講

じております。これらの取り組みは、環境省が発行する国立公園における自然体験アクティビティガイ

ドラインにも、「安全対策・危機管理の例」として掲載されています。 

主な対策は以下の通りです。 

 

 

① 事前踏査の原則 

実施する野外活動にあたり、原則として事前に現地確認（踏査）を行っています。コースの状況や危険

箇所、季節や天候による変化を確認し、その時々の状況に応じた安全なツアー運営に努めています。 

 

  
 

 

② 緊急通報自主訓練、救急救命講習の受講 

スタッフは毎年、緊急通報を想定した訓練や救急救命講習を受講しています。万が一の場面でも落ち着

いて適切に対応できるよう、日頃から実践的な訓練を重ね、安全対応力の向上に努めています。 

 

  



③ 携帯電話の電波圏外での活動に備えた無線機の利用 

活動エリアは携帯電話がつながりにくい箇所が多いため、無線機を活用した通信体制を整えています。

緊急時にも確実に連絡を取れるよう、令和 8 年よりシステムを強化しました。 

 

  
 

 

無線の通信範囲（概略図） 

 
従来の無線システムでは、戦場ヶ原以北からの通信は本部（日光自然博物館）に届かず、赤沼自然情報センタ

ーのスタッフが他業務と兼務で応答する有人対応であったため、対応が遅れる可能性があった。センターに中

継局を設置し、無人でも本部への通信が可能となったことで、緊急通報の迅速化が図られ、通信体制がより強

化された。  
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④ 緊急通報フローの整備 

体調不良や万が一の事故に備え、緊急時の連絡・

対応手順をあらかじめ整備しています。現場スタッ

フから事務所、関係機関への連絡体制を明確にし、

迅速かつ適切な対応ができるよう備えています。 

なお、右記の対応手順書はファーストエイドキッ

トと共に常時携行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 国立公園における 

自然体験アクティビティガイドライン Ver.4.0 

（環境省自然環境局国立公園課国立公園利用促進室 発行） 

 

 

以下の取り組みが評価された 

・事故を未然に防ぐプログラム立案・事前踏査 

・事故発生時の迅速な PDCA サイクル 

・地域内での意見交換により地域全体の質向上 

 

 

（令和 8 年 4 月現在） 


